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1. はじめに 

Web サービスは，インターネット上の様々な資源や

企業間システムを人間だけでなくシステムが利用可能

とする技術である．しかし，現在の技術では意味的に

同じサービスでも異なるインタフェースで実装された

Web サービスを自動的に連携させることは困難である． 
本研究では，サービス変換ブローカを用いてWebサ

ービスのインタフェースを自動的に変換する方法を提

案する．さらに，サービス変換に伴う情報の欠落やサ

ービスの信頼性の問題[2]を信頼度を用いて解決する． 

2. Webサービスの動的連携 

Web サービス技術によって，サービスを動的に「呼

び出す」ことが可能である．しかし，サービスの意味

を定義できないため動的にサービスを「利用する」こ

とは難しい．そこで，次の二点に着目し異なるサービ

スをリクエスタが意味を理解できるサービスへ変換す

ることでサービスを動的に利用できると考える 
(1) サービスブローカを用いた動的連携機構 
(2) 意味情報を用いたインタフェースの意味的連携． 
サービスの動的連携の実現のため，Web サービスの

インタフェース(名前空間)を変換するサービス変換ブ

ローカを提案する．また，サービス変換における情報

の欠落や，ブローカの信頼性の問題を解決するため，

サービス変換の信頼度の概念を導入し一定の信頼性を

保証する方法を提案する． 

3. ブローカによるサービス変換 

サービス変換ブローカのアーキテクチャを図 1 に示す． 

図 1 サービス変換ブローカのアーキテクチャ 
 

 

 

 

 

 

サービス変換ブローカは，リクエスタが送信した

SOAP メッセージをプロバイダ部で受け取り，これを

サービス変換部で異なったWebサービスに対応するメ

ッセージへ変換し，さらにリクエスタ部を用いて目的

のプロバイダへ送信する． 
この方法の利点は，リクエスタは名前空間の違いを

意識することなくサービスを使用できる点である．連

携するWebサービスを追加する場合にも，ブローカの

サービス変換部を作成すれば対応できる． 
図 2 に示す，共通名前空間を介してサービスを変換

することで，直接変換できないサービスを利用するこ

とも可能になる． 

図 2 共通名前空間を使った変換 
 

4. Webサービスの信頼度の評価と保証 

信頼性の指標として次の三つを定義する． 

4.1. 信頼度の定義 
(1) プロバイダの信頼度 

リクエスタがプロバイダをどれだけ信頼できるかを

表す指標である．リクエスタごとにプロバイダの

URLリストとその信頼性を対として定義する． 
(2) サービス変換の信頼度 

ブローカが行うサービス変換の信頼性を表す指標で

ある．サービス変換プログラムが値を決定し，順方

向，逆方向のメッセージに付加する． 
(3) コンテンツの信頼度 

プロバイダが提供する情報の信頼性を表す指標であ

る．プロバイダプログラム内で値を決定し，逆方向

のメッセージに付加する． 

4.2. 信頼度におけるサービス品質の保証 
信頼度の利用方法は，図 3 のようにプロバイダが送

信するメッセージにコンテンツの信頼度を埋め込みブ

ローカに送信する．次に，ブローカは自らが持つプロ

バイダの信頼度とメッセージ中のコンテンツの信頼度

を参照し新たな信頼度の計算を行いコンテンツの信頼

度を変更する．さらにサービス変換を行った場合は，

サービス変換の信頼度をメッセージに埋め込み，リク
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エスタへ送信する．こうして，リクエスタが受け取っ

たメッセージには，コンテンツの信頼度，サービス変

換の信頼度が埋め込まれており，さらにリクエスタ自

身が持つプロバイダ(ブローカ)の信頼度を利用するこ

とによって，Webサービスの信頼度を保証できる． 

 

図 3 信頼度の利用方法 

5. プロトタイプの作成と評価 

サービス変換と信頼度の有用性を，高度な精度が求

められる Calcシステムと単語帳システムという性質の

異なった2種類のプロトタイプを試作して評価した． 
(1) 単語帳システムの作成と評価 
データ構造やインタフェースの異なる三つのサービ

ス(三省堂の NetDicV06，＠IT の ICD サービス，研究

室で開発した SimpleWordBook)と，これらを連携する

二つのサービス変換ブローカを試作した(図 4)．システ

ムの規模は7,571行である． 

 

図 4 単語帳システムの構造 

 

”Apple”の検索結果を図 5 に示す．SimpleWordBook
のみを利用して検索できる単語数は限られているが，

サービス変換ブローカを用いて異なるサービスを利用

することで，より多くの検索結果を得ることができた． 
一方，ICD サービスと SimpleWordBook からは共通

の”Apple Computer”の意味の”Apple”が検索できた．し

かし，この二つの説明の内容は異なっており，サービ

ス変換によって専門的でより深い説明を取得できた．  
(2) Calcシステムの作成と評価 
四則演算を int 型と double 型で行う精度が異なった

二つサービスとサービス変換ブローカを試作した．

double 型から int 型へサービス変換を行う場合には，

小数点以下が切り捨てられ誤差となる．このサービス

を用いて評価を行った結果，サービス変換によって生

じた誤差は信頼度に反映され，数値を扱うWebサービ

スにおいて演算による誤差やサービス変換による情報

の欠落を信頼度を用いて表現することにより，サービ

ス変換の正当性を保証できた．  
 

 
図 5 “Apple”の検索結果 

 

6. 考察 

サービス変換ブローカを用いてサービスを動的連携

させることにより，サービスに付加価値を付けること

が可能となる．例えば，リクエストが多い単語の検索

結果を上位に移動させることや，二つのWebサービス

を連携させて高度なサービスを実現できる． 

さらに信頼度を利用すると，リクエスタがサービス

結果を利用するかを判断可能なだけでなく，信頼度に

よって経由するブローカを選択できたり，信頼性のな

い情報は他のサービスの結果と比較して正当性を保証

できる． 

7. まとめ 

本研究では，Web サービスのインタフェースの変換

を行うサービス変換ブローカの提案と評価を行った．

サービス変換を用いることで，意味的に類似のWebサ
ービスを動的に利用できる．また，信頼度を用いてサ

ービスの品質を定量的に表現することによりサービス

の信頼性を保証した． 
今後の課題として，リクエスタから目的サービスま

での経路を信頼度やネットワークの負荷によりブロー

カが動的に決定する方法の提案や，信頼度を人間社会

のコミュニケーションのようにサービスの利用度によ

って増加させることが挙げられる． 
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